
 

（第２号様式）   
令和５年４月 28日  

神奈川県教育委員会教育長 殿 
県立希望ケ丘高等学校長（全日制）  

令和５年度 学校評価報告書（目標設定・実施結果） 
 

 視点 
４年間の目標 

（令和２年度策定） 
１年間の目標 

取組の内容 校内評価 学校関係者評価 

（ 月 日実施） 

総合評価（ 月 日実施） 

具体的な方策 評価の観点 達成状況 課題・改善方策等 成果と課題 改善方策等 

１ 
教育課程 
学習指導 

①SSH の取組を
充実させ、文理
に関わらない問
題解決能力の育
成を図る。 
②令和４年度か
ら年次進行で始
まる新教育課程
に向けて、生徒
に最適な教育課
程の編成を行
う。 

①ICT を活用し
て学習内容の質
を高めるととも
に、SSH の取り
組みにより、発
展的な学習を目
指す。 
②新教育課程の
実施に当たり、
すべての教員が
「指導と評価の
一体化」に関す
る理解を深め、
主体的・対話的
で深い学びの視
点からの授業改
善に努める。 
 

①各教科で、授業
改善に取り組み、
ICT を効果的に活
用した学習成果を
共有して活用す
る。 
②定期試験の作問
の際の担当者ごと
の検討、また評価
方法の検討・職員
研修等を通じて、
授業の改善・評価
の改善について共
通理解を図り、指
導の改善に繋げて
いく。 
 

①ICT を活用して
授業内容の理解
を深めることが
できたか。教科
内 で 学 習 の 効
果・成果を共有
できたか。教科
をこえて学習効
果・成果を共有
できたか。 
②学習評価の改
善により組織的
に 取 り 組 め た
か。「指導と評
価の一体化」を
ふまえて授業改
善・評価の改善
ができたか。 

     

２ 
(幼児・児童・) 
生徒指導・支援 

①生徒主体の生
徒会活動を継続
し、社会に貢献
できる人材の育
成を図る。 
②前４年間で構
築した教育相談
体制をさらに発
展させる。 
 

①コロナ禍で縮
小した行事や生
徒会活動の復元
と見直しを図
る。生徒の主体
的な活動をサポ
ートする。 
②支援が必要な
生徒の情報を職
員全体で共有
し、すべての生
徒が健康で安全
な学校生活が送
れる体制を整え
る。 

①感染に対する動
向に的確に対応で
きるよう組織的に
取り組み、職員
間、生徒間で十分
に協議し安全な行
事運営を心掛け
る。 
②支援の必要な生
徒の情報を常に共
有し、全職員で対
応できる体制を整
える。 

①健康的で安全
な行事が実施さ
れたか。生徒の
主体性を支援す
ることができた
か。 
②一人の生徒に
対し多くの職員
がかかわること
によって、問題
を抱える生徒の
課題解決を支援
することができ
たか。 
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３ 進路指導・支援 

①学習活動や
SSH の取組をリ
ンクさせ、大学
入学者選抜改革
に対応した進路
支援体制を構築
する。 
②自分の将来を
見据え、妥協の
ない進路選択が
できるよう、個
別指導を充実す
る。 

①生徒の個々の
目標に応じた進
路指導を実現す
るための、サポ
ート体制を構築
する。 
②変わりつつあ
る大学入学者選
抜制度に、対応
できる体制を実
現する。 

①模擬試験の結果
の分析方法、適切
なアドバイスを教
員１人１人ができ
るよう、その方法
を共有するための
勉強会・研究会を
充実させる。 
②大学説明会での
情報を共有する体
制を作るととも
に、教員自身が情
報の発信者となれ
るよう、ガイドラ
インを整える。 

①各種模擬試験
が提供している
分 析 シ ス テ ム
を、各教員が使
いこなし、面談
等に活用できた
か。 
②大学説明会の
内容を、キャリ
ア支援Gの教員以
外でも発信する
こ と が で き た
か。 

     

４ 地域等との協働 

①家庭や地域、
同窓会等の協働
を進め、開かれ
た学校作りの更
なる発展を進め
る。 
②SSH の活動に
おいて他の教育
機関や地域との
連携を進め、コ
ンソーシアムの
構築を進める。 

①若い世代に共
感されるような
同窓会の活動の
実現に、同窓会
と協働して取り
組む。また、家
庭や地域に開か
れた学校づくり
の実績を着実に
積み重ねてい
く。 
②SSH 指定Ⅱ期
１年目の取組に
ついて、地域社
会等にＰＲして
いく。 

①同窓会活動への
理解を深めるため
に協働して活動の
改善点を検討して
いく。 
②学校ホームペー
ジ、学校説明会、
文化祭及び地域貢
献デーなどの行事
を通じて、地域の
小中学校と連携し
た実績や SSH の取
組について発信す
る。 

①同窓会との相
互理解を通じた
改善点の共有が
できたか。 
②学校行事にお
ける情報発信の
実績と、地域の
小中学生との連
携実績及び、SSH
の活動状況をホ
ームページに掲
載した記事数。 

     

５ 
学校管理 
学校運営 

①働き方改革に
向けて、コミュ
ニケーションツ
ールの活用など
業務の効率化を
図る。 
②社会から新た
に要求される
様々な教育ニー
ズに対応できる
教員指導力の向
上を目指す。 
② 生徒主体の
学校行事等をさ
らに発展させ、
課題発見・解決
能力の育成を図
る。 

①BYOD 環境の拡
充を行うととも
に、Teams 等の
活用を推進す
る。 
②各種の研修を
通じて、教職員
としての ICT 活
用スキルを高め
る。 
②学校行事の際
に、ICT 機器を
積極的に活用し
ていく。 
 

①アクセスポイン
トの設置を円滑に
行い、各教室の
Wi-Fi 環境を強固
にする。また、
Teams 等の活用を
推進し、校務に支
障が生じない環境
作りを行う。 
②様々な研修会を
通して、人権や教
育相談といった視
点から、これまで
の教育活動を見直
す。 
②文化祭や陸上競
技 大 会 等 で 、
Teams や Forms 等
を活用し、ペーパ
ーレス化や円滑な
連絡事項を図って
いく。 

①各教室に充実
したWi-Fi環境が
整っているか。
クラウドサービ
スの活用で校務
が円滑に進んで
いるか。 
② 研 修 を 通 じ
て、職員の共通
理解が深まった
か。 
②Teams や Forms
等を活用し、連
絡やアンケート
がスムーズに行
われたか。 

     

 


